
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成23年２月14日

【四半期会計期間】 第111期第３四半期(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

【会社名】 田岡化学工業株式会社

【英訳名】 TAOKA CHEMICAL COMPANY, LIMITED

【代表者の役職氏名】 取締役社長　津田　重典

【本店の所在の場所】 大阪市淀川区西三国四丁目２番11号

【電話番号】 06(6394)1221代表

【事務連絡者氏名】 事業支援室部長　小和田　晴彦

【最寄りの連絡場所】 大阪市淀川区西三国四丁目２番11号

【電話番号】 06(6394)1221代表

【事務連絡者氏名】 事業支援室部長　小和田　晴彦

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

　 (大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

　

EDINET提出書類

田岡化学工業株式会社(E00810)

四半期報告書

 1/27



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第110期

第３四半期
連結累計期間

第111期

第３四半期
連結累計期間

第110期

第３四半期
連結会計期間

第111期

第３四半期
連結会計期間

第110期

会計期間

自　平成21年
    ４月１日
至　平成21年
    12月31日

自　平成22年
    ４月１日
至　平成22年
    12月31日

自　平成21年
    10月１日
至　平成21年
    12月31日

自　平成22年
    10月１日
至　平成22年
    12月31日

自　平成21年
    ４月１日
至　平成22年
    ３月31日

売上高 （千円） 10,510,86412,570,0883,492,1633,989,32114,800,542

経常利益 （千円） 387,527 646,275221,395 61,725 473,968

四半期（当期）純利益 （千円） 190,425 364,663134,169 27,530 855,291

純資産額 （千円） － － 5,144,6266,052,3325,830,838

総資産額 （千円） － － 16,711,51116,648,94716,288,712

１株当たり純資産額 （円） － － 358.14 421.44 405.94

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 13.26 25.39 9.34 1.92 59.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 30.8 36.4 35.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 1,523,7291,064,563 － － 1,762,592

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △1,472,111△518,936 － － △503,156

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △202,474△520,451 － － △1,407,603

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） － － 213,847236,853 218,437

従業員数 （人） － － 389 396 390

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および子会社）において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

また主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 396 （81）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数の（　）内は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載しております。

　

(2)　提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 256　

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員の総数が従業員数の100分の10未満のため、その平均雇用人員数の記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　生産高(千円) 前年同四半期比(％)

　 精密化学品部門 1,464,733 19.8

　 機能材部門 836,962 30.3

　 機能樹脂部門 507,938 △5.4

　 化成品部門 1,261,669 14.2

化学工業セグメント　計 4,071,305 16.1

その他セグメント － －

合　    　計 4,071,305 16.1

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　セグメント間取引については、相殺消去しております。

(2)　受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

なお、化学工業事業は、受注生産は行っておりません。

セグメントの名称 　受注高(千円) 前年同四半期比(％) 　受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

その他セグメント 105,244 46.8 25,044 1,909.0

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)　販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　販売高(千円) 前年同四半期比(％)

　 精密化学品部門 1,217,902 23.0

　 機能材部門 793,502 12.5

　 機能樹脂部門 531,558 △2.8

　 化成品部門 1,359,012 17.3

化学工業セグメント　計 3,901,976 14.7

その他セグメント 87,345 △3.5

合　    　計 3,989,321 14.2

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前年第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

住友化学株式会社 236,740 6.8 629,352 15.8

丸石化学品株式会社 470,712 13.5 524,870 13.2

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

※　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成
21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指
針第20号　平成20年３月21日）を適用しておりますが、適用後の報告セグメントは従来の事業の種類別セ
グメントの区分と変わらないため、前年同四半期比を記載しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国市場の需要拡大や政府の経済対策等により

景気は緩やかな回復基調にあるものの、長引く円高や株価低迷などの不安材料が先行き不透明感を払拭

できず、企業の設備投資や個人消費の低迷が続くなど、企業をとりまく環境は厳しい状況で推移いたしま

した。

このような状況の中で、当社グループは、本年度から３年間を対象期間として策定した「中期経営計

画」の基本方針に沿って更なる企業体質の改善強化に取り組むとともに、経営数値目標の達成に向けて

諸施策を講じてまいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の当社グループの売上高は39億89百万円となり、販売数量が大幅

に増加したことや販売価格の適正化に努めたことにより、前年第３四半期連結会計期間に比べて４億97

百万円の増収となりました。

損益面におきましては、営業利益74百万円、経常利益61百万円、四半期純利益27百万円となり、前年第３

四半期連結会計期間を下回りました。

[事業部門別の売上高の概況]　

区　　分

前年第３四半期
連結会計期間

当第３四半期
連結会計期間

増　減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

　

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

精密化学品部門 990 28.3 1,217 30.5 227 23.0

機能材部門 705 20.2 793 19.9 87 12.5

機能樹脂部門 546 15.7 531 13.3 △15 △2.8

化成品部門 1,158 33.2 1,359 34.1 200 17.3

化学工業セグメント 3,401 97.4 3,901 97.8 500 14.7

その他セグメント 90 2.6 87 2.2 △3 △3.5

合　　　　　　計 3,492 100.0 3,989 100.0 497 14.2

＜化学工業セグメント＞

当セグメントの売上高は、39億１百万円となり、前年第３四半期連結会計期間に比べて５億円の増収と

なりました。

(精密化学品部門)

農薬中間体の出荷数量が減少しましたが、電子材料の出荷数量が大幅に増加したため、売上高は12億

17百万円と、前年第３四半期連結会計期間に比べて２億27百万円の増収となりました。

(機能材部門)

接着剤およびゴム薬品とも出荷数量が増加し、売上高は７億93百万円と、前年第３四半期連結会計期
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間に比べて87百万円の増収となりました。

(機能樹脂部門)

加工樹脂の出荷数量は回復したものの、ワニスは依然として減少しており、売上高は５億31百万円

と、前年第３四半期連結会計期間に比べて15百万円の減収となりました。

(化成品部門)

可塑剤は、出荷数量の増加に加え主原料価格の値上げに対応する製品価格の修正効果もあり、売上高

は13億59百万円と、前年第３四半期連結会計期間に比べて２億円の増収となりました。

＜その他セグメント＞

当セグメントの化学分析受託事業の売上高は、87百万円となり、前年第３四半期連結会計期間に比べて

３百万円の減収となりました。　

　

(2）　財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産額は166億48百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億60

百万円の増加となりました。これは、固定資産では減価償却の実施等による減少が、播磨工場事務棟新設

等による増加を上回ったことにより３億88百万円減少しましたが、たな卸資産や受取手形及び売掛金等

の流動資産の増加７億48百万円が固定資産の減少を上回ったことが主な要因であります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債総額は、105億96百万円となり、前連結会計年度末と比較して１億

38百万円の増加となりました。これは、支払手形及び買掛金の７億37百万円の増加、短期借入金の３億21

百万円の減少、賞与引当金の１億55百万円の減少、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）の

１億19百万円の減少が主な要因であります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産額は、60億52百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億21

百万円の増加となりました。これは、利益剰余金が２億78百万円増加したことが主な要因であります。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

区　分

前年第３四半期

連結会計期間

当第３四半期

連結会計期間
増減

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 202 110 △92

投資活動によるキャッシュ・フロー △633 △152 481

財務活動によるキャッシュ・フロー 380 41 △338

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △4 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △53 △4 49

現金及び現金同等物の期首残高 267 241 △26

現金及び現金同等物の四半期末残高 213 236 23

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、２億36百万円

と、前年第３四半期連結会計期間末に比べて23百万円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、増加した資金は１億10百万円（前年第３四半期連結会計期間は２億２百万円）とな

りました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益50百万円、減価償却費３億57百万円、仕入債務の増加３

億８百万円であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加２億38百万円、たな卸資産の増加２億37百万円で

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は１億52百万円（前年第３四半期連結会計期間は６億33百万円）とな

りました。

主な内容は、有形固定資産の取得１億53百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、増加した資金は41百万円（前年第３四半期連結会計期間は３億80百万円の増加）と

なりました。

主な内容は、短期借入金の増加１億35百万円、長期借入金の返済による支出48百万円、配当金の支払43

百万円であります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた問題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当グループが支出した研究開発費の総額は１億20百万円でありま

す。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②　【発行済株式】
　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成22年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 14,440,000 14,440,000
大阪証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株
であります。

計 14,440,000 14,440,000－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成22年12月31日 ― 14,440 ― 1,572,000 ― 1,008,755

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
　

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。
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①　【発行済株式】

平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)
普通株式 78,000

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,233,00014,233 －

単元未満株式 普通株式 129,000 － －

発行済株式総数 　 14,440,000 － －

総株主の議決権 　 － 14,233 －

（注）「単元未満株式」の株式数には当社所有の自己株式936株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

田岡化学工業株式会社
大阪市淀川区西三国
四丁目２番11号

78,000 － 78,000 0.54

計 － 78,000 － 78,000 0.54

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年

４月
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 220 213 195 199 197 192 184 190 202

最低(円) 181 173 177 163 186 181 170 170 185

　　(注)株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）および前第３四半期

連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基

づき、当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）および当第３四半期連

結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づ

いて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月

１日から平成21年12月31日まで）および前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月

31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第３四半

期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）および当第３四半期連結累計期間（平成

22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人

により四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって、有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 236,853 218,437

受取手形及び売掛金 ※１
 4,679,698 4,333,217

商品及び製品 3,031,800 2,651,623

仕掛品 51,050 34,221

原材料及び貯蔵品 1,345,007 1,231,226

その他 267,024 394,233

貸倒引当金 △202 △173

流動資産合計 9,611,233 8,862,786

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,658,202 6,285,228

減価償却累計額 △4,347,456 △4,207,774

建物及び構築物（純額） 2,310,745 2,077,453

機械装置及び運搬具 16,685,689 16,185,329

減価償却累計額 △14,122,700 △13,791,478

機械装置及び運搬具（純額） 2,562,988 2,393,850

その他 2,882,468 3,517,278

減価償却累計額 △1,453,547 △1,423,624

その他（純額） 1,428,920 2,093,653

有形固定資産合計 6,302,654 6,564,957

無形固定資産 60,088 130,435

投資その他の資産

その他 678,070 733,633

貸倒引当金 △3,100 △3,100

投資その他の資産合計 674,970 730,533

固定資産合計 7,037,714 7,425,926

資産合計 16,648,947 16,288,712
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 3,719,491 2,981,681

短期借入金 1,995,620 2,317,240

1年内返済予定の長期借入金 1,041,000 441,000

未払法人税等 71,360 139,931

賞与引当金 171,922 327,677

その他 ※１
 1,197,658 1,079,433

流動負債合計 8,197,053 7,286,964

固定負債

長期借入金 865,500 1,585,000

退職給付引当金 1,248,573 1,336,610

役員退職慰労引当金 51,799 48,741

その他 233,688 200,558

固定負債合計 2,399,562 3,170,910

負債合計 10,596,615 10,457,874

純資産の部

株主資本

資本金 1,572,000 1,572,000

資本剰余金 1,008,755 1,008,755

利益剰余金 3,559,026 3,280,538

自己株式 △21,689 △21,156

株主資本合計 6,118,093 5,840,138

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 48,095 53,193

為替換算調整勘定 △113,856 △62,493

評価・換算差額等合計 △65,761 △9,299

純資産合計 6,052,332 5,830,838

負債純資産合計 16,648,947 16,288,712
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 10,510,864 12,570,088

売上原価 8,359,293 10,112,536

売上総利益 2,151,571 2,457,551

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 314,497 354,541

給料手当及び福利費 620,728 623,644

退職給付引当金繰入額 23,473 17,945

役員退職慰労引当金繰入額 13,389 13,258

研究開発費 311,792 336,193

その他 422,397 428,415

販売費及び一般管理費合計 1,706,279 1,773,999

営業利益 445,292 683,551

営業外収益

受取利息 355 156

受取配当金 2,637 3,151

その他 9,344 11,810

営業外収益合計 12,337 15,118

営業外費用

支払利息 49,486 38,759

その他 20,616 13,635

営業外費用合計 70,102 52,395

経常利益 387,527 646,275

特別利益

退職給付制度終了益 － 9,839

特別利益合計 － 9,839

特別損失

固定資産除却損 47,555 28,384

過年度消費税等 － 33,053

特別損失合計 47,555 61,438

税金等調整前四半期純利益 339,971 594,676

法人税、住民税及び事業税 18,798 128,797

法人税等調整額 130,747 101,215

法人税等合計 149,546 230,013

少数株主損益調整前四半期純利益 － 364,663

四半期純利益 190,425 364,663
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 3,492,163 3,989,321

売上原価 2,656,092 3,309,029

売上総利益 836,071 680,292

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 114,159 115,656

給料手当及び福利費 215,281 201,664

退職給付引当金繰入額 8,169 8,021

役員退職慰労引当金繰入額 4,264 4,500

研究開発費 107,383 120,637

その他 139,470 155,026

販売費及び一般管理費合計 588,728 605,506

営業利益 247,342 74,785

営業外収益

受取利息 111 24

受取配当金 1,030 1,375

為替差益 2,807 －

その他 515 3,027

営業外収益合計 4,465 4,427

営業外費用

支払利息 15,272 12,613

ゴルフ会員権売却損 7,376 －

その他 7,763 4,874

営業外費用合計 30,411 17,488

経常利益 221,395 61,725

特別損失

固定資産除却損 23,551 11,654

特別損失合計 23,551 11,654

税金等調整前四半期純利益 197,844 50,070

法人税、住民税及び事業税 6,315 △45,286

法人税等調整額 57,359 67,826

法人税等合計 63,674 22,540

少数株主損益調整前四半期純利益 － 27,530

四半期純利益 134,169 27,530
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 339,971 594,676

減価償却費 975,587 949,165

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 29

退職給付引当金の増減額（△は減少） 44,833 △78,197

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △37,760 3,058

環境対策引当金の増減額（△は減少） △191,849 －

受取利息及び受取配当金 △2,993 △3,307

支払利息 49,486 38,759

固定資産除却損 47,555 28,384

退職給付制度終了益 － △9,839

売上債権の増減額（△は増加） 405,994 △348,098

たな卸資産の増減額（△は増加） △104,152 △522,218

仕入債務の増減額（△は減少） 303,764 741,640

その他 △252,720 △94,852

小計 1,577,716 1,299,199

利息及び配当金の受取額 2,993 3,438

利息の支払額 △53,251 △44,286

法人税等の支払額 △3,729 △193,788

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,523,729 1,064,563

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,451,414 △519,775

有形固定資産の売却による収入 2,003 1,410

無形固定資産の取得による支出 △20,927 △3,954

投資有価証券の取得による支出 △105 △112

その他 △1,667 3,495

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,472,111 △518,936

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △418,273 △313,386

長期借入れによる収入 490,000 －

長期借入金の返済による支出 △136,632 △116,932

社債の償還による支出 △50,000 －

自己株式の増減額（△は増加） △191 △532

配当金の支払額 △86,191 △86,175

その他 △1,183 △3,424

財務活動によるキャッシュ・フロー △202,474 △520,451

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,183 △6,759

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △149,673 18,416

現金及び現金同等物の期首残高 363,520 218,437

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 213,847

※１
 236,853
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

会計処理基準に関

する事項の変更
(1)　「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

なお、これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響

はございません。

(2)　「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用

第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号　平成20年９月26日）を適用しております。

これに伴い、たな卸資産の評価方法を後入先出法から、総平均法に変更しておりま

す。

なお、これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１．たな卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略して第２四半期連結会計期間

末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１．原価差異の繰延処理

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消が見

込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）として繰延べております。

２．税金費用の計算

一部の連結子会社については、当第３四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、

法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。

　

【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

退職給付引当金

適格退職年金制度が平成24年３月31日で廃止されるため、当社は、現行の適格退職年金については、平成22年

５月31日に終了し、平成22年６月１日から退職一時金制度の一部について確定拠出年金制度を導入しておりま

す。

本導入に伴い「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号　平成14年１月

31日）を適用し、特別利益として、9,839千円を計上しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

※１ 満期手形及び期日現金決済（手形と同条件で手

形期日に現金決済する方式）の会計処理は、手形

交換日又は期日現金決済日に行っております。当

第３四半期連結会計期間の末日が金融機関の休

業日であったため、次の同日現在の満期手形等が

当第３四半期連結会計期間末残高に含まれてお

ります。

受取手形及び売掛金 　　704,822千円

支払手形及び買掛金 　　369,845千円

その他（流動負債） 　　 58,935千円

―――
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年12月31日現在)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年12月31日現在)

現金及び預金勘定 213,847千円

現金及び現金同等物 213,847千円
　

現金及び預金勘定 236,853千円

現金及び現金同等物 236,853千円
　 　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）および当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１

日　至　平成22年12月31日）

１　発行済株式の種類および総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 14,440,000

　

２　自己株式の種類および株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 78,936

　
　

３　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 43,091 3.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

平成22年10月29日

取締役会
普通株式 43,083 3.00平成22年９月30日 平成22年12月３日 利益剰余金

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当第３四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　

　
化学工業

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 3,401,63890,5253,492,163 － 3,492,163

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 164,779 164,779(164,779) －

計 3,401,638255,3053,656,943(164,779)3,492,163

営業利益 233,893 18,442 252,336 (4,993) 247,342

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　

　
化学工業

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 10,255,250255,61410,510,864 － 10,510,864

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 510,457 510,457(510,457) －

計 10,255,250766,07211,021,322(510,457)10,510,864

営業利益 418,730 28,047 446,778 (1,485) 445,292

(注) １　事業の区分は、日本標準産業分類に基づいております。

２　各区分の主な製品

(1)化学工業…精密化学品、機能材、機能樹脂、化成品

(2)その他…化学分析他

３　配賦不能営業費用はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

全セグメントの売上高に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略し

ております。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

全セグメントの売上高に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略し

ております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　

　 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 183,728 39,102 325,701 548,533

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 3,492,163

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
5.3 1.1 9.3 15.7

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…米国

(2) 欧州…オランダ、ドイツ

(3) その他…中国、台湾、タイ

３　海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　

　 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 530,221 56,571 911,691 1,498,483

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 10,510,864

Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合（％）

5.0 0.5 8.7 14.3

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…米国

(2) 欧州…オランダ、ドイツ

(3) その他…中国、台湾、タイ

３　海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　

平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

１　報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社の報告セグメントは、「化学工業セグメント」を報告セグメントとしており、精密化学品、機能材、機

能樹脂、化成品の製造販売をしております。

　

２　報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,319,769250,31812,570,088 － 12,570,088

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 632,748 632,748△632,748 －

計 12,319,769883,06713,202,836△632,74812,570,088

セグメント利益
又は損失（△）

651,314 33,466 684,780 △1,228 683,551

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業および構内物流

業務受託事業等であります。

２  セグメント利益の調整額△1,228千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

当第３四半期連結会計期間（自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日）

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,901,976 87,345 3,989,321 － 3,989,321

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 238,970 238,970△238,970 －

計 3,901,976326,3164,228,292△238,9703,989,321

セグメント利益
又は損失（△）

40,180 43,797 83,978 △9,192 74,785

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業および構内物流

業務受託事業等であります。

２  セグメント利益の調整額△9,192千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 421円44銭１株当たり純資産額 405円94銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第３四半期連結会計期間末

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 6,052,332 5,830,838

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る四半期（期末）の純資産額（千円） 6,052,332 5,830,838

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期
（期末）の普通株式の数（千株）

14,361 14,363

　
２　１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額　　 13円26銭１株当たり四半期純利益金額 25円39銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 190,425 364,663

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 190,425 364,663

　普通株式の期中平均株式数（千株） 14,364 14,362

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日

　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 9円34銭１株当たり四半期純利益金額　 1円92銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目

前第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日

　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 134,169 27,530

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 134,169 27,530

　普通株式の期中平均株式数（千株） 14,364 14,361
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第111期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当については、平成22年10月29日開催の

取締役会において、次の通り中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。

①　配当金の総額 43,083千円

②　１株当たりの金額 ３円

③　支払請求権の効力発生日および支払開始日 平成22年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月12日

田岡化学工業株式会社

取締役会  御中

　

あ ず さ 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    後　　藤　　研　　了    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    野    友    之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡

化学工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年　４月１日から平成21

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成21

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月14日

田岡化学工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    後　　藤　　研　　了    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　野　　友　　之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡

化学工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成

22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成

22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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